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菌の遺伝子組換え法の

と糖化酵素の強化
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本研究課題は、優れたリグノセルロース分解能を有する担子菌が生産する酵素によりバイ

オマスを糖化し、更には担子菌の発酵能を利用することで、wholecropからエタノールを

直接発酵する技術を開発することを目指している。そのために必要な組換え技術の開発およ

び種々の酵素這伝子の取得を試みた。その結果、リグニン分解酵素およびセルロース分解酵

素を構成的に生産する担子菌Caprinopsiscinemaを作出することに成功した。また､種々

の分解酵素遺伝子を取得することに成功した。

’1．CcCel5Aを構成的に生産する菌株の作出

wholecropは、細胞壁多糖類に加え、デンプンなどの代謝されやすい糖類を含むことから、担子

菌の細胞壁多糖類分解酵素の生産は遺伝子発現レベルで抑制される。よって、この抑制機構に制御さ

れないようなセルラーゼ生産機構を持つエノキタケを作出することを目的として研究を行い、グル

コース抑制を受けずに構成的にセルラーゼ(CcCelSA)を生産する菌株を作出することに成功した。
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組換え体
1:組換え体
2:野生株
3:分子量マーカー 組換え体野生株

組換え体の選抜 組換え体のPCRによる確認 組換え体と野生株のグルコース培地に

おけるCMC分解酵素活性
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’2リグニン分解酵素 一ゼ）を構成的に生産成リ 力 を 生 菌株 作出(ラッ する の

担子菌口加肋印方方d'nereaからリグニン分解に関わることが示唆されているラッカーゼ遺伝子

(CcLcc3)をクローニングすることに成功した。この遺伝子を担子菌C.cinereaにおいて構成的に発

現させるため、本菌の組換えを行った結果、CcLcc3遺伝子を構成的に発現させることに成功した。

12 組換え体 野生株
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2:野生株
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組換え体と野生株を用いたバーベンダム反応組換え体のPCRによる確認
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